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p1PVCJ「地域収集モデル検討委員会」の組織体制

理事⻑

理事会

 2022年6月にPVCJに特別会員として参画
 本日、PVCJ内の実⾏機関「地域収集モデル検討委員会」の委員⻑に就任

PVCJ運営組織

正会員
認定処理業者

特別会員
理念実現に向けた
直接的支援団体

賛助会員

PVCJ certificate

PVCJ会員組織

2022年6月に入会 地域収集モデル
検討委員会

本⽇、委員⻑に就任

技術委員会

事務局

リユース推進
検討委員会

本⽇より取り組みを
開始



p2

【PVCJの目的】
① PVパネルの使用期間の最大化
② 最終処分量の最⼩化と資源回収量の最大化
③ 大型施設だけでなく、⼩型施設にも、同様なサービスの提供
④ PVパネルから発⽣する有害物質の適正な処理の推進

→これらの目的に関する具体的な施策を「地域収集モデル検討委員会」で検討する

地域収集モデル検討委員会

大型施設
（メガソーラー）

⼩型施設
（⼾建てなど）

廃PV
パネル

リユース検査
有害物質管理

残渣処理
リサイクル処理

アルミ・ガラス・非鉄⾦属の回収

太陽光（PV）パネルや資源の効率的な収集

適正なリユース・リサイクル
処理ルートの構築

二次市場
二次市場の開拓

PVCJ「地域収集モデル検討委員会」の取り組み概要

持続可能な廃棄物管理の仕組みの構築へ


